
  
令和６年度鹿児島県ＰＴＡ連合会事業計画（施策体系・実施計画） 

 

基本方針 

 

施  策           

  基本方針・力点に基づき，関係団体との連携のもと，家庭教育の充実，会員の資質向上，学校・地域活動の支援・促進，保健・安全活動の充実，組織・運営の改善・充実の５項目を柱

に諸施策を総合的に進める。 

 

     【施策の柱】                【活動目標】                                                    【 活 動 内 容 ・ 実 践 事 項】                  ●は重点活動内容 

  家庭教育の充実  ・ 基本的生活習慣や学習習慣の確立による

人を思いやる心,命を大切にする心やたく

ましい心と体を育てる家庭教育の充実 

・ 家族の一員としての自覚を高める家庭 

づくり 

・ 親と子が共に夢や思いを語る一家団らん 

のある家庭環境の醸成 

 

 

 

 

 

 

 

● 「家庭における温かい対話」の実践充実 

※ 楽しい子育てキャンペーン（三行詩）の実施 

   ※ 取組実践状況調査の実施とその結果の公表と事業改善 

● 重点運動項目「食育」「一家庭一家訓」及び「我が家の教育の日」の設定・普及（注１） 

   ※ 「早寝・早起き・朝ごはん」運動，「家庭学習６０・９０運動」などの推進 

● 子どもと共に作るスマートフォン等使用に関するルールづくりの推進 

・ 家庭教育に関する電話相談事業「ＰＴＡすくすくライン」の実施 

・ 親と子が語り，ふれあう「家庭の日」（第３日曜日）「育児の日」（毎月１９日）活動の充実 

・ 親子読書活動の推進（「毎月２３日子どもといっしょに読書の日」の活用，「 親子１日２０分間読書」など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  会員の資質向上  ・ 「学び・高め合い・広げよう実践」を指 

針にした研修会等の充実 

・ 小・中・義務教育・高等学校・特別支援

学校ＰＴＡの連合体としての特色を生かし

た研修の充実 

・ 今日的課題の解決を図るための研修の充 

 実 

 

 

 

 

 

 

 

●「鹿児島県ＰＴＡ研究大会・県ＰＴＡ活動研究委嘱公開枕崎市大会（仮称）」の開催（令和６年１２月７日（土）） 

● 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開の開催 

● 各種研修会等補助金の拡充 

● 県内外ＰＴＡ研修会（注２） 

● 特別支援教育の理解と教育環境の充実 

● スマートフォン等のデジタル情報端末を利用したネットいじめ，薬物乱用防止,ＡＥＤ等に関する研修会等の充実 

・ 高校ＰＴＡブロック研修会，地区連絡会の実施     

 ・ 市郡Ｐ連代表母親委員研修会の開催（８/２８） 

・ 教育事務所単位の講演会の開催支援 

・ 県ＰＴＡ新聞及び県ＰＴＡ連合会ホームページの内容充実による情報提供  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・地域活動の

支援・促進 

 

 

・ 心の通い合う地域づくりを通した地域 

 の教育力の向上 

・ 家庭・学校・地域ぐるみによる青少年 

の非行，いじめ等の未然防止 

 

 

 

 

● 飲酒，喫煙，薬物乱用等の防止などの環境浄化活動への支援 

● 学校と連携した不登校への対応・支援・理解 

・ 学級ＰＴＡ及び教育県民週間（令和６年１１月１日～７日）等を通した学校教育活動への積極的参加 

・ 県社会教育団体（子ども会，青年団，地域女性団体等）との連携促進 

・ 県生活指導研究協議会・県校外生活指導連絡会との連携による校外生活指導の計画的な実施 

・ 「子ども１１０番の家」との連携強化，地域安全パトロール等への参加 

・ 「青少年育成の日」（第３土曜日）の活動の支援 

・ あいさつ運動・補導活動・地域行事への積極的な参加等による地域ぐるみで子育てを支援する活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保健・安全活動 

 の充実 

 

 

・ 子どもの健やかな心身の発達を促す生活 

環境の醸成 

・ 地域や学校と連携・協働し，子どもの 

安全・安心を守る取組の推進 

・ 家庭・学校・地域と連携した体力づくり

の推進 

 

 

 

 

 

● 家庭における保健・安全面に関する生活習慣の見直しや各種感染症予防対策の推進 

● 子どもの安全を守る地域活動の創出及び積極的参加並びに県ＰＴＡ学生総合保障制度・全高Ｐ連賠償責任補償制度 

への加入促進 

● ｢自転車・バイク・歩行者のマナーアップ運動｣の実施,登下校中における交通安全指導の促進と事故防止の強化 

● 学校や地域と連携・協働した休日を含めた日常的な運動・スポーツ機会の充実 

● 休日における学校部活動の地域移行に関する情報共有 

・ 学校給食の運営，学校保健活動への協力強化，県学校給食会との連携  

・ メディア依存等を含む多様化・低年齢化する健康課題への適切な対応  

・ 地球温暖化防止活動（省エネ・ごみ減量化・リサイクル）への積極的参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 組織・運営の改

善・充実 

 

 

・ 市郡ＰＴＡ連絡協議会（連合会）や関係 

機関との連携による組織・運営の充実 

・ 一般財団法人鹿児島県教育安全振興会 

との連携 

 

 

 

 

● 市郡・町村・単位ＰＴＡ及び校種間の連携強化と関係機関・団体との連携促進 

● 市郡Ｐ連会長会の開催（９/１３） 

 ● 市郡ＰＴＡ連絡協議会（連合会）との連携充実 

● ＰＴＡの目的・意義の丁寧な説明とＰＴＡへの参加促進，及び県Ｐ新聞全戸購読の一層の推進 

・ 常任委員会（７/５・１１/１３・１/２２），高校常任委員会（５/２８・７/５・１１/１３・１/２２）の充実 

・ ＰＴＡの安心な組織運営のための会員の個人情報保護の推進 

・ 学級ＰＴＡ活動及びＰＴＡレクリエーション活動等を通した会員相互の連携・協力の活性化推進 

・ 関係機関・団体と連携した高校生の就職支援活動 

・ 日Ｐ協，九Ｐ協，全国高Ｐ連，九高Ｐ連との連携強化・情報共有 

   ※ 「広報紙コンクール」「国内研修事業」「楽しい子育てキャンペーン」「きらりと輝く九州人大賞」への参加 

・ 一般財団法人鹿児島県教育安全振興会ＰＴＡ安全の部，子ども安全の部への加入促進，各事業への理解 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 

      

 

   

・「食      育」 食事のマナーや食習慣について，家族で話し合うなどの実践や，子どもとの「体験活動」を通して食材や生産する人，調理する人への感謝の気持ちを育むなどの実

践が考えられる。 

・「一 家 庭 一 家 訓」 家庭における子どもの生活習慣・学習習慣や地域での過ごし方等について，約束事を家族で話し合って決め，それが確実に守られるように，短冊やカレンダーにし

て掲示するなどの実践が考えられる。また，「早寝・早起き・朝ごはん」運動，「家庭学習６０・９０運動」などに関する実践も考えられる。 

・「我が家の教育の日」 親と子の絆を深めるために，家族で「食育」や「一家庭一家訓」について話し合ったり，生活体験や社会体験，自然体験を親子でしたりする日の設定や「ノーテレ

ビデー」「ノーゲームデー」「親子読書週間」の設定などの実践が考えられる。 

（注２） 

・第６９回日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会長崎大会  （令和６年１０月２６日(土)・２７日(日)）            ・県連合校長協会との連絡会（令和６年７月１３日(土)）  

 ・第７２回日本ＰＴＡ全国研究大会川崎大会     （令和６年８月２３日(金)･２４日(土)）            ・県退職校長会との連絡会 （令和６年９月３日(火)） 

・第６７回九州地区高等学校ＰＴＡ連合会大会熊本大会（令和６年６月２１日(金)）                  ・県教育委員会との連絡会 （令和６年１１月１３日(水)） 

・第７２回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会茨城大会   （令和６年８月２２日(木)･２３日(金)） 

 

       

       

   

鹿児島県ＰＴＡ連合会は，小・中・義務教育・高等学校及び特別支援学校の保護者と教職員が一致

協力して教育活動を進める民主的な団体として，児童生徒の健全な育成を目指し，生涯学習の観点

に立った諸活動を展開する。 

     

重点運動項目
 （注１） 

 

力  点 
・ 「食育」 

・ 「一家庭一家訓」 

・ 「我が家の教育の日」 

 

 
 「子どもを守り育てる最終責任は親にある」という認識のもと，心豊かでたくましい子どもを育むため， 

次の事項を重点的に取り組む。 

 １ 家庭は，人生の基盤をつくる最も大切な学習の場であることから，生活環境に応じた基本的生活習慣や

学習習慣の改善・確立を図る中で，人を思いやる心や命を大切にする心を育む家庭教育の充実に努める。 

 ２ 「県ＰＴＡ研究大会・県ＰＴＡ活動研究委嘱公開」及び「県ＰＴＡ活動研究委嘱公開」，「高校ブロ

ック研修会等」を通して，会員の自己研鑽機会の充実に努める。                 

３ 関係機関･団体と連携・協力しながら，学校教育への理解を深め，学校を支援するための組織運営に努

める。 

 ４ 子どもの心身の健康づくりと安全・安心を確保するため，会員相互のコミュニケーションを深め，家庭

・学校・地域社会との一層の連携・協働による，よりよい地域づくりを推進する組織づくりに努める。 

 

 

    

                     県Ｐ五つの実践                             

  ・ 家庭で温かい会話を増やそう！ 

・ 学校教育の理解に努めよう！ 

・ 地域で子どもたちを見守ろう！ 

・ 会員相互のコミュニケーションを深めよう！ 

・ 生涯学習の実践に努めよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


